
　第 197 回臨時国会は 12月 10 日、閉会しました。日本
共産党の仁比聡平参院議員は、民意を無視して採決強行を
繰り返した安倍政権の暴走と対決。入管法改定では、外国
人労働者を「安価な労働力」とし、劣悪労働のまん延に拍
車をかける危険性を浮き彫りにして、政府のごまかしと与
党による強権手法を厳しく糾弾しました。

仁比そう
　へい

参議院議員・弁護士

安倍政治を終わらせよう
外国人労働者
入管法改定 政府・自公のごまかし、強権暴走を糾弾

！

　

入
管
法
改
定
案
を
め
ぐ
る
仁
比
議
員
の
論

戦
は
、
11
月
28
日
の
参
議
院
本
会
議
（
写
真
）

で
の
代
表
質
問
か
ら
。
仁
比
氏
は
、
問
題
点

が
浮
き
彫
り
に
な
る
な
か
で
の
衆
院
の
採
決

悪法強行、民意無視

強
行
を
厳
し
く
糾
弾
し
、「
外

国
人
材
の
活
用
を
求
め
る
経

済
界
の
要
求
を
な
に
よ
り
も

優
先
す
る
か
ら
で
は
な
い
か
」

「
外
国
人
労
働
者
を
単
な
る
労

働
力
、
雇
用
の
調
整
弁
と
し

て
扱
い
、
深
刻
な
人
権
侵
害

を
引
き
起
こ
し
て
き
た
こ
と

に
反
省
は
な
い
の
か
」と
安
倍

総
理
に
迫
り
ま
し
た
。

　

翌
29
日
の
法
務
委
員
会
で

は
２
回
に
わ
た
っ
て
質
問
。

建
設
業
が
失
踪
実
習
生
の
４

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
同

業
で
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
を

実
習
生
か
ら
の
移
行
を
見
込

ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
劣
悪
な
環
境
で
も
働
か
ざ

る
を
え
な
い
人
を
新
制
度

で
使
い
続
け
た
い
だ
け
だ
」

と
批
判
。
12
月
３
日
の
法

務
委
員
会
で
は
、
野
党
に

よ
る
失
踪
実
習
生
の
聴
取

票
分
析
で
67
％
が
最
低
賃

金
未
満
で
、
10
％
が
過
労

死
水
準
を
上
回
る
残
業
を

強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
、「（
改
定
案
は
）

深
刻
な
人
権
侵
害
、
雇
用
の
調
整
弁…

道
理
あ
る
論
戦
で
追
い
詰
め
る

　

仁
比
議
員
は
１
日
、「
市

民
連
合
ふ
く
お
か
」
が
福

岡
市
で
開
い
た
「
市
民
と

政
党
の
対
話
集
会
」
に
野

党
国
会
議
員
４
人
と
と
も

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

仁
比
氏
は
、
沖
縄
県
知

事
選
勝
利
と
そ
の
一
方
で

の
辺
野
古
新
基
地
建
設
強

行
な
ど
に
ふ
れ
、
安
倍
政

権
の
強
権
は
民
意
に
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
証
拠
だ

本
気
の
共
闘
を
実
ら
せ
よ
う

福
岡

市
民
と
政
党
の
対
話
集
会
に
参
加

　

仁
比
議
員

は
８
日
、
未

明
ま
で
続
い

た
国
会
か
ら

香
川
県
に
駆

け
付
け
、
四

国
キ
ャ
ラ
バ

四
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝

各
地
の
街
頭
で
訴
え

ン
宣
伝
に
合
流
。「
安
倍

政
治
を
き
っ
ぱ
り
終
わ
り

に
す
る
た
め
に
自
民
・
公


